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年
末
が
近
づ
く
と
毎
年
悩
み
ま
す
。
年

賀
状
ど
う
し
よ
う
か
と
。
今
年
は
テ
レ
ビ

で
「
嵐
」
の
５
人
が
「
♪
年
賀
状
下
さ
い
」

と
歌
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
声
が
、
耳
に

つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。
中
途
半
端
な
感
じ

の
メ
ロ
デ
ィ
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

茨
城
県
に
い
た
こ
ろ
は
、
絵
手
紙
も
少
々

や
っ
て
い
た
の
で
、
お
正
月
に
い
た
だ
い

た
年
賀
状
を
見
て
、
お
礼
や
返
事
の
一
言

を
添
え
て
１
枚
１
枚
書
い
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
１
月
１
日
の
恒
例

行
事
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

和
歌
山
に
戻
っ
て
か
ら
は
、

生
活
が
が
ら
り
と
変
わ
っ
て

絵
手
紙
も
や
め
て
し
ま
い
、

筆
不
精
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。

ふ
だ
ん
は
行
き
来
で
き
な

い
旧
知
の
友
と
の
、
１
年
に

一
度
の
「
安
否
確
認
」
。
毎

年
の
よ
う
に
添
え
ら
れ
る
「
今
年
こ
そ
、

会
い
た
い
ね
」
の
一
言
。
こ
こ
数
年
は
、

そ
れ
す
ら
も
出
さ
ず
じ
ま
い
で
、
不
義
理

を
し
て
い
ま
す
。

「
年
賀
状
欲
し
い
ね
」
「
無
い
と
さ
み

し
い
よ
」
「
な
ら
、
出
さ
な
く
ち
ゃ
」
の

「
嵐
」
の
会
話
に
の
せ

ら
れ
て
、
今
年
は
書
こ

う
か
な
。
今
ま
た
頭
の

中
に
響
い
て
ま
す
。

「
♪
年
賀
状
下
さ
い
」

みち子のひとりごと

年賀状

新総合事業（介護保険）は
市民サービスの低下をまねかないように

ＴＰＰ「大筋合意」市農業への影響は？
・・・12月議会 一般質問

2017年4月から始まる「新総合事業」は、要支援者の訪問介護と通所介護

を介護保険から追い出し、代わって市が組み立てるサービスに移行させるも

のです。「新総合事業」になっても市民サービスを低下させないことが必要

だとし、市の認識をただしました。立本健康局長は「サービスを低下させる

ことなく必要な支援が行える体制づくりが重要」と答弁しました。市が行お

うとしている「基準を緩和したサービス」の提供は、市民サービス低下につ

ながるおそれがあるため、要支援認定の方には現行通りのサービスを提供す

るよう求めました。

また、利用料の2割負担や、要介護1、2の施設追い出しなどの、今年度の

制度改定による市民への影響について、実態を調査すべきと主張しました。

さらに、改善が見られない介護現場の人手不足について、認識と対策をた

だしました。市は「有資格者の復職支援や新規就労者に対する支援ができな

いか検討している」と答弁しました。

大筋合意したＴＰＰについて、市農業への影響と、衰退が止まらない市の

農業を守るためにはＴＰＰを批准しないよう国に意見を述べるよう求めまし

た。尾花正啓市長は「農業水産業への影響は懸念」しながらも、「国の動向

を注視」「国への要望」と答弁するのみでした。その影響への対策について

大西産業まちづくり局長は「県と連携してとりくむ」と県頼みの答弁でした。
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１
０
月
に
施
行
さ
れ
た
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
」
。
通
知
カ
ー
ド
が
い
ま
市

町
村
か
ら
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
は
も
う
届
い
て
い
ま
す
か
？

こ
の
制
度
に
は
、
情
報
の
漏
え
い
・
な
り

す
ま
し
被
害
な
ど
の
危
険
性
が
高
く
、
多
く

の
方
か
ら
不
安
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
国
民

に
メ
リ
ッ
ト
は
な
く
、
政
府
が
国
民
の
所
得
・

資
産
を
把
握
す
る
こ
と
で
徴
税
や
社
会
保
障

の
切
り
下
げ
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
す
。

我
が
家
に
も
昨
日
通
知
カ
ー
ド
が
届
い
た

の
で
す
が
、
留
守
に
し
て
い
た
の
で
「
不
在

連
絡
票
」
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
不
在

通
知
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
と
書
い
て
あ
っ

て
、
そ
の
紙
の
色
は
『
赤
色
』
で
し
た
。
学

校
か
ら
帰
っ
て
き
た
息
子
が
そ
れ
を
見
て

「
と
う
と
う
赤
紙
が
来
た
な
」
と
…
。

「
絶
対
戦
場
に
は
行
か
せ
な
い
よ
！
！
」
。

憲
法
違
反
の
政
治
を
続
け
る
安
倍
政
権
に
は

一
刻
も
早
く
退
陣
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

こ
ん
に
ち
は

坂
口
多
美
子
で
す

第8回 生きるための なんでも相談村
１２月１９日（土）
午前 10時～午後 3時

カトリック屋形町教会

①なんでも相談 相談内容に即した専門家が対応します
②炊き出し 今回はカレーライスを用意します
生きるための「なんでも相談村」実行委員会 事務局436-3520

中学校給食の充実を
南畑さちよ議員

南畑議員は、税などの滞納問題や中学

校給食で市の姿勢をただしました。

市は昨年まで、滞納者が納税したとき、

期（納期）ごとに本税と延滞金の順で充

当していました。そのため、納税したお

金が充当されなかった期の本税が生み出

す延滞金が膨らみつづけ、延滞金を含め

た滞納額全体をなかなか減らすことがで

きず、その結果、過酷な地方税回収機構

に回された市民がいます。南畑市議は、

市が今年から期別でなく、先に本税に充

当することに変えたことえを「これまで

の手法が間違っていたから変えた」と指

摘。「地方税法に定める本税優先の充当

としてこなかったことは法の趣旨である

納税緩和制度となっていない」と追及し

ました。小林亮介財政局長は「法の趣旨

にのっとり期別に本税に充当してきた」

と答えるのみでした。

利用したい生徒だけが業者弁当を注文

するデリバリー方式の中学校給食が年を

追うごとに利用生徒が減り、昨年度の平
均喫食率が17.8％まで落ち込んでいる

問題で、秋月敏尚教育局長は「全員給食

とすることが食育への効果も大きい。小

中一貫校を含め中学校給食のあり方を検

討すべきものと考えている」と答弁しま

した。


